
令和２年（２０２０年）３月１２日

建 設 委 員 会 資 料

まちづくり推進部中野駅周辺まちづくり課

中野駅南口地区まちづくりについて

中野駅南口地区では、平成 27 年 3 月に地区計画を都市計画決定（下図参照）し、Ａ

地区において、再開発による南口のにぎわいの核の形成や駅前広場の拡張整備等を行

うため、現在、土地区画整理事業と市街地再開発事業の一体的施行によるまちづくり

事業を進めている。

一方、これに隣接するファミリーロードを中心としたＢ地区についても、地区計画

において駅から連続したにぎわいと魅力的な商店街の形成を図るとしており、Ａ地区

の事業進展とあわせたまちづくりを推進していきたいと考えている。

このことについて、Ｂ地区の具体的なまちづくり検討を進めていくため、以下のと

おり、まちづくりに関する意向調査を実施したので、その結果及び今後の検討の進め

方について報告する。



１．まちづくり意向調査の実施

（１）調査目的

Ｂ地区について、今後のまちづくりを検討する際の基礎資料とする。

（２）調査対象

Ｂ地区に、土地または建物を所有している権利者（213名）

（３）調査期間

令和元年11月1日～令和元年11月29日

（４）調査方法

郵送による配布・回収

（５）回答状況

回答率：約23.5％（回答数:50件／配布数:213件）

（６）調査結果

別紙のとおり

２．今後の進め方

本意向調査の結果を踏まえ、来年度以降、まちづくり勉強会の開催や道路測量等の現

地調査を実施し、地区計画（地区整備計画）等の検討を進めていく。



　中野区在住の方が約７０％で

年齢６０歳代以上の方が約６０％と

なっている。

　また、土地・建物を所有している

方が約９０％となっている。

土地のみ

建物のみ

土地・建物

４％

８％

８８％

(2)

(4)

(44)

 

中野二丁目

中野区内

その他

５２％

２２％

２６％ 

(26)

(11)

(13)

20歳代以下

30歳代 

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

無回答 

(0)

(4)

(3)

(8)

(16)

(16)

(3)

０％

８％

６％ 

１６％

３２％

３２％

６％

回答対象者 全員[50通]

回答対象者 全員[50通]

回答対象者 全員[50通]

問１ お住まいについて 問２ 年齢について

問３ 土地・建物の所有について

問４ 土地について

（問4-1　土地の利用について）

（問4-1　土地の用途について）

（問5-1　建物の利用について）

（問5-1　建物の用途について）

回答対象者 全員[50通]・複数回答可

問６ 道路の接道状況について 問７ 建替え予定について

中野通り

ファミリーロード

その他の道路

大久保通り

無回答

４６％

４６％

２０％

１８％

８％ 具体的に建替えを予定

将来、建替え予定

建替え予定なし

その他

無回答

０％

８％

７６％

８％

８％

駅前立地を活かした土地の有効利用

商業のにぎわい

安心・安全な道路空間、オープンスペースの確保

建物の高さや壁面がそろった統一感のある街並み

建替えを促進する仕組みづくり

ユニバーサルデザインへの配慮

土地建物の共同化

その他

無回答

(23)

(23)

(10)

(9)

(4) (0)

(4)

(38)

(4)

(4)

※　（　）内数字は、回答数を示す。

凡例

B地区

C地区

A地区

中野駅南口地区の区域
（地区計画区域）

70 80 906050403020100
(%)

自己利用

賃貸

その他

無回答

６７％

４８％

４％ 

２％

(32)

(23)

(2)

(1)

住宅 

事務所

店舗

その他

無回答 

５２％

４４％  

３８％

６％ 

２％ 

(25)

(21)     

(18)

(3)

(1)

回答対象者 問3で「土地のみ」又は「土地・建物」と回答した方[46通]・複数回答有

回答対象者 問3で「建物のみ」又は「土地・建物」と回答した方[48通]・複数回答有

問５ 建物について

50403020100
(%)

70 80 906050403020100
(%)

自己利用

賃貸

その他

無回答

６５％

２８％

７％ 

７％

(30)

(13)

(3)

(3)

建物敷地

駐車場

更地

その他

無回答

８９％

４％  

０％

２％

７％ 

(41)

(2)     

(0)

(1)

(3)

回答対象者 全員[50通]

中野駅南口地区Ｂ地区（ファミリーロード周辺）のまちづくりに関する意向調査の結果について

（１）回答者について

別紙

この意向調査は、まちづくりの検討にあ
たり、権利者の皆様のご意向などをお聞
きすることが目的です。

本調査は、中野駅南口地区のＢ地区に土
地もしくは建物を所有されている方を対
象としています。　(213名)

令和元年11月1日(金)～29日(金)

回答率：約 23.5 ％
(配布数 213通、回答数 50通)

【調査目的】

【調査対象】

【調査期間】

【回答状況】



8070605040302010 900
(%)

8070605040302010 900
(%)

  

　まちづくり勉強会への参加の意向

は、積極的に参加したい方が８％、都

合が合えば参加したい方が５０％と

なっており、約６０％の方が参加した

い意向を示している。

積極的に参加したい

都合があえば参加したい 

どちらともいえない

参加したくない 

その他

無回答

8％

50％

30％

2％

0％

10％

(4)

(25)

(15)

(1)

(0)

(5)

回答対象者 全員[50通]・複数回答可

回答対象者 全員[50通]・複数回答可

回答対象者 全員[50通]・複数回答可

問８ このまちの良いところについて

問９ このまちの気になるところについて

（２）B地区(ファミリーロード周辺)について

問１０ まちづくりを進めるうえで大切なことについて

問１１ まちづくりの勉強会への参加について

（３）主な自由意見(概要)

駅前立地を活かした土地の有効利用

商業のにぎわい

安心・安全な道路空間、オープンスペースの確保

建物の高さや壁面がそろった統一感のある街並み

建替えを促進する仕組みづくり

ユニバーサルデザインへの配慮

土地建物の共同化

その他

無回答

66%

50%

48%

28%

24%

22%

16%

8%

8%

○まちづくりについて

・市街地再開発事業が出来ることを楽しみにしている。より良いまちにしてほしい。

・駅周辺の環境再整備に賛成する。

・現状に満足している。無理して壊して再開発する必要はない。税金は子供たちの教

育や高齢者の介護のために使ってほしい。

・見た目や外観のステータスを持たせる見せかけの再開発は絶対に反対である。

・安全、安心なまちでいてほしい。

・まちづくりのプロのコンサルタントを利用してほしい。

・区民が集える内容やデザインを求め、自然と外部の人が来たくなるまちづくりを計

画してもらいたい。

・建替えを検討するにあたり、今後どのように進んでいくのかを聞きたい。

○歩道・広場の整備、歩行者の安全の確保について

・南口駅前広場の拡張により、ファミリーロードと駅との歩行者動線が分断され、

ファミリーロードの利用者が減少すれば死活問題である。

・歩行者の自由な動線、駅とファミリーロードの最短動線を確保してほしい。

・車椅子などが大変なため、ユニバーサルデザインにもっと配慮してほしい。

○にぎわいの創出等について

・ファミリーロードがより多くの人で賑わうようにしてほしい。

・北口のにぎわいとの関連性も考慮してほしい。

・中野五差路交差点付近や中野通り、大久保通り周辺ににぎわいがほしい。

○その他

・災害対策（水害）について知りたい。

・たばこや自転車の問題。パチンコに来ている人達が多い。

駅への利便性

買い物に便利

業務のしやすさ

商業の活力

住みやすさ

テナント誘致の立地競争力

その他

無回答

88%

60%

30%

28%

28%

16%

4%

6%

道路や歩行者空間が狭い

防災面・防犯面の不安

築年数の古い建物が多い

まちのにぎわいが不足している

放置自転車が多い

狭小の建物が多い

その他

無回答

48%

46%

34%

30%

28%

22%

8%

12%

8070605040302010 900
(%)

　まちの利点として、駅への利便性や買い物に便利といった点を挙げる方が多い一方、道路や歩行空

間が狭い、防災面・防犯面で不安を感じている方が各々約半数いる結果となっている。　

(44)

(30)

(15)

(14)

(14)

(8)

(2)

(3)

(33)

(25)

(24)

(14)

(12)

(11)

(8)

(4)

(4)

(24)

(23)

(17)

(15)

(14)

(11)

(4)

(6)

※　（　）内数字は、回答数を示す。

回答対象者 全員[50通]


